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１，はじめに
近年において，世界的にはＪ§ｔ終間氷期から最終氷期を経て現在に至る，絶対年代で裏付けられた精度の良い
花粉記録が得られ，１５１胸底コアの酸素同位体比曲線との対比などズμ試みられている（ＷｏｉｌｌａｒｄａＪｌｄＭｏｏｋ，１９８２；
Ｇｕｉｏｔｅｔａ１．，１９８９など），しかし，日本ではそのような花粉記録はほんのわずかにすぎない（東北１１塾政局，１９８２
など）．
本研究では，海成一？ｉｉｌｌｊＳＩ段丘面群が日本で最も良く発達し，テフラによって絶対年代を知りうる地方の１っで
ある北海道日高地方ｃｚ）段丘堆積物中（７）泥炭ないし泥炭質堆積物の；７ｔＥ粉分析を行い，その結果を主としてテフラ層
を鍵層とｔ．て禰年することにより，北日本における最終間氷期以降の古気候を復原する．そして，それを深海底

コアの酸丿素同位体比曲線と比較することにより，
陸上と海底という異なる環境条件の地域で得られ
た古気候像の異同を考察する．
広域テフラ剖時代示標層として用いて古気候を
復原すること（逆に言えば，広域テフラの気候変
・ｆヒ史上の位置を明らかにすること）は，１１Ｓ四紀学

だけでなく地形発達史の視点からも非常に重要な
課題である．例えばｌョョ１高地方では，テフラを鍵層
として］ｉ１１丘堆積物中に見られる周氷河現象の痕
跡，古砂丘の形成，氷河作用の時代などが，花粉
記録から復原された古気候と直接に比較・検討さ
れている（Ｓａｋａｇｕ（出ｉａｎｄＫａｔｏｈ，１９９０など）．ま
た，海面変動や？ｉｉＩＪｊ戦変丘の形！ｊ宛過程との関わりな
どを，より細かい精度で検討することも可能であ
る（加藤，１９９１など）．本研究では，このような理
由と，ＥＥｌｉｉｉ地方周辺において，テフラ層を挟みか
つ最終間氷期から現在に至る，ｉ虫続した堆積物の
コアが得られるｊ・ｔ！１点がないという現実を踏まえて，
上記の方法を取ることにした．
なお，以下の記述では，最終間氷期，最終氷期
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は，それぞれ茜１１素同位体比ステージの５ｅ，５ｄ～２をＪ！９１１タ｝く期は同ステージ１のうち１３，０００～１０，０００ＢＰの時代を，

後氷期は同ステージＩのうち１０，０００ＢＰ～現在の時代を指すものとする．

２，試料１１１１肺也点
花粉分析に用いたｉｌ式料採取地点を図１に示す．１１１１；料はすべて，ＩＥｊｉｊ也方に発達の良１，マ毎成，河成段丘面上の堆
積物から得られたものである．試料採ＪＩ又地点は，およそ北緯４２°～４３≒東経１４２°～１４３°の範囲に位置し，そ
の標高は１０ｍａ．ｓ．Ｌから４３０ｍａ．ｓ．１．に及．ぶ功｛，現在の植生帯区分においてはいずれも汎針広混交林帯（舘脇，
１９５５）に属する．

３Ｊ式料の記載とその層序
ｌ拭料の層序は，試料中に挟在するテフラ層を対比の直接的鍵層として用い，段丘面を構成する本流性１胴測響の
堆積終了期（段丘面形成期）やＪ式ｉ叫中に挟在する木片から得られたＨＣ年代値ｌ；Ｅ・間接的な対Ｅヒ資料として用い
ることにより行った．
３-１，テフラ層序ｃ！ニ段丘面形１或時代
日高地方とその周辺の模式テフラ層序と，ｌョョ１高地

方に発達する海成，ｆｉｉｌＪｊＳＵ淀丘面の編年を，これまで
・７）研究（春日井ほか，１９８０；柳田，１９８１；Ａｒａｉｅｔａｌ。
１９８６；胆ｌｉ疆丿研，１９９０；吉山，１９９０；加藤，１９９１など）に
基づき図２にまとめた．木図に示されるように，Ｍ１
面以上の新ｔ．，ｌ，ｊミＱ。ＩＥ£面はテフラ層と（フ：）１謁係からその
ＪＩＳＪｊ２ＪＩ寺イ七が明らかにされている．またＨ３面は，Ｔｏｙａ
以下のテフラ層に覆われており，その地形発達の検
討からＪ１１ｔ終間氷期直前の寒冷期（約１４～１５万年前）
に形成されたと考えられている（加藤，１９８８；柳田，
１９９１など）．これらの研究から，各段丘面の離水期
を，Ｈ３面：約１４～１５万年前，Ｍ１面：約１２万年前
（ｌｙ）ｙａ降下以前），Ｍ２面：約８万年前（尨ｆａ-１降下以
閔ＲＡｓｏ-４降７１Ｆ以前），Ｌｌａ面：６～５万年前面轟-７降
下前後），Ｌ２面：２～１万年前（Ｅｎ一滴７前後～Ｔａ-ｄ
降下前後）と考えた．
３-２，試料の記載

よび卜Ｃ年代値を図
３に示す．図中の丸付き数字は未詳テフラ層あるい
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［コｃｒａｃｋｅｄｚｏｎｅ［：二］ロ忿ｌり、ｈ［ｍョｆｉ・ｌｅ-９・ａｉｎｅｄａｓｈ

は対比の５ｆ；確実なテフラ層を示すが，テフラ層中の図２日高地方の模式テフラ層序Ｊニ１没丘面の編年．
火山ガラスのＥＰＭＡによる化学分析の結果，テフラ層（：１）梅津（１９８７）（２）Ａｒａｉｅｔ，１Ｌ（１９８６）

③力ヾ１４ｐｆａ-１に対比され，テフラ層①とテフラ層（５）が（３）１１４絲１まか（１９８９）（４）町田ほか（１９８７）
対比される可能｜！ＩＥが高いことＩ）が明らかになっていＦｉｌｏＭａｒｋｅｒｔｅｐｈｒａｌａ，ｙｅｒｓａｌｘｌｇｅｎｅｒａｌｃｈｒｏｎｏ１（ｇｙ
る（阪口・加藤，１９９３）．以下では，各地点から得らｏｆｔｅｒｒａｃｅｓｕｒｆａｃｅｓｉｎｔｈｅｌｌｉｄａｋａｄｉｓｔｒｉｃｔ．

れｙｃｌ式料について簡略にａ滋する．
１）二の宮Ｉ（Ｌｏｃ，１）：ＭＩ面を構成する？ｌｉｉ成副署（厚

Ｇ）Ｕｌｅｔｓｕ（１９８７）；（２）ＡｒａｉｅｔａＬ（：１９８６）；
（８）蚕齢訟１ｅｔａＬ（：１９８㈲；（４）ＭａｃｈｉｄａｅｔａＬ（：１９８７）．

- １ ７ ８ -



５

１１

皿 卜 Ｊ -
ｌ§ｉ乙ｉｐａｌｅｏｓｃ丈
［ｒ□］ｃｒａｃｋｅｄｚｏｎｅ
［ニトｅａｔｈｅｒｅｄｖｉｉｃａｎｉｃａｓｈ
ａｌｌｊｐｕｍｉｃｅ

１

●
●

ぼＩＥ§９ｐｕｍｉｃｅ（ｓｅ（ｏａｊ∂ｒｙ）
［ＩＩＵ］ｆｉｎｅ，９ｒａｈｅｄａｓｈ
ほｊＪｓｃｏｒｉａ
回 向
［昆］ｓｉけ

２

１０

４

７

９ ６

１３

Ｕｓ-ｂ

３

図 ３ 励 阿 採 取 地 点 の 地 ！ 霞 柱 状 図 ． 採 鎖 匹 の 番 号 は 図 １ に 示 す．

Ｆ` ｉｇ．３１１ｅｐｈｒ２１ｊ北ｌｒａｔｉｇｌヽ ａｐｈｙ，１４Ｃ÷ｄａｔぞｌｓｌａｎｄｈｏｒｉｌｓｏｎｓｏｆμ）１１１ｅｎｌｓａｌｐｌｅｓ．Ｔｈｅｍ皿ｂｅｌｒｓｏｆｌｌ；ｈｅｇｌｉｎｐｌｉｎｇ

１（ｘ；ａｌｉｔｉｅｓａｒｅＥ３ｈｏｗＴｌｉｎＦｉｇ．１，

- １ ７ ９ -

１・ｎｕｍｂｅｒｏｆｓａ叩ｌｉｎｇｈｏｒｉｚｏｎ

①ぼｌｃｏｒｒｅｔａｔ。ｊ吻）ｈｒａｌａｙｅｒｓ

１２

Ｓｉｉト。。ａ

にミこ５１ｂａｓｅｒｏｃｋ
ｔ２ｌｊ∂ｒｔｉｆｉｃｉａｌｄｅｐｏｓ汁

９ｒａｖｅ１（ｔｒｉｂｕｔａｒｙ）■ｐｅａ↑ｏｒｐｅａｔｙｓｉけ／ｄａｙ
（ｓａｒｎμｉｎｇｍａｔｅｒｉａＵ

９ｒａｖｅ｛（ｍａｉｓｔｒｅａｍｌ

回 ， ｊ
禎 胎 魯 轟 毎 政

ｎ］



真層；馬追団研，１９８３）の上位１こ整合に堆積ｔ．。Ａａｆａ-４～Ａｓｏ-４のテフラ層を挟在する本郷層屑ｉｌａ団研，１９８３）に
おいて，Ｔｏｙａ～テフラ層①間（試料１），テフラ層①～Ａ❹ａ-１間（試料ｉ２にｊｌａｆａ-１直上（試料３）の３層準か
ら試料を採取した．
２）二の宮２（：Ｌ（ｘ）．２）：ＭＩ面を構成する海謝占土層（厚真層）下部に挟まれるｊｉｌ炭層を試料とした．
８）汐見邨（ｘ）．３）：Ｍ２面を構成する河成砂磯層直上のシルト，粘土，泥炭質粘土，泥炭（７）互層が採取試料である．
；本徊は，下位より順にテフラ層②，テフラＪ冒③（Ｍぽａ-１），Ｓｐｆａ-４，Ｚ-Ｍを１４ミ在し，上位を・風成堆積の１３１）ｆａ-２により
覆われる．テフラ層②の直ヒには軽微な不整合力ｔｓｐｆａ-４の直上・ｉｉｌこＦには明瞭な７；；整合カ涵められる．これに
より，採取試料をテフラ層②下位の下飯尼炭層（試料１～４），テフラ層②～ｓｐｆａ-４間の中ｆｌ１１泥炭Ｊｉｌ（試料５～
１９），ｌｌｐｆａ-４以上の上部ｉｌｉ呂涙層（ｌｌ式料２０～２５）に区分した．
４）Ｐ¶１別（Ｌ（ｘｌ．４）：ＭＩ面を構成する海宍砂ｉｌ東層直上に整合ｌこ堆積する泥炭層Ｚ，ｉ３式料である丿本徊は下位より順にテ
フラ層④，Ｔｏｙａを挟在し，上位をＡａｆａ-１以上の７１く成堆積のテフラ毒こ不整合に覆われる．’Ｉ｀ｏ５′ａ直上にはその二次
堆積物があり，それは次第に泥ノ発質になる．したがって，Ｔ（）ｙａ以下の徊皿と１’ｏ訟賤上のｉｌ已炭層との間には若干
の時間間隙の存丿生が考えられ，前者を下ｆｌｉＳ泥炭１冒（試料１～８），後者を上ｆｌｌｌｉ尼炭１冒（試料９～１３）として区分
した．
５）大富し（ｘ）．５）：試料１よＭ１面を構成する竃塞謳蔽尋直上に整合に堆積すミ）泥炭層である．本層は下位より順に，
テフラ層（ｎｔ／１ａｆａ-１を挟在する．テフラ層（５）の下位には明瞭な不整合が見られることから，本加皿を，テフラ
層（５）下位の下心騒（試料１～９）と，上位の上部ｉ尼炭丿智（１１１１；料１０～１９）に区分した．
６）清水丘（：Ｌ（ｘ）．（５）：試料はＭ２面を構成する河皿直上１こ整合ｌこｌ堆積する四習試料１～１７）である．泥炭
層中紺Ｓには厚さｌｍほどの細砂層が挟在する．この細｜沙層直上の泥炭丿習（試料１５～１７□まＡｓｏ-４を挟在し，上位をＫ
-Ｍに覆われる．

７）梅の沢（μｘλ７）：Ｌｌａ面を構成する河四直上ｌこ整合１こ堆積する泥炭・２ｙｉｌ炭質粘土（ｚ）互層を試料（試料１～
１６）とした．本層は下部にＧ-Ｐを挟在し，上位４？支流性１１５Ｄ磯層によって整合に覆われる．
８）荷負（Ｌ（ｘ）．８）：Ｌｌａ面を整合に覆う支流性堆積物直上に，下位より順１こ讐芯示弓憾粘土丿乱ｉ尼炭層が整合に堆積
する．言ｉｌ；料はこの粘土層下位の泥炭層（試料１～６），上位のａｉ２１炭層（７～１６）から分けて採取された．上位の
回皿の最上部にはＳｐｆａ-４の軽７Ｅｉ粒が散在する．
９）アブシ・（Ｌ（ｘ；．９）：Ｈ３面を整合に覆う亜円磯混じりの粘土層表面（２）ＩＭ郎を埋めるようにしてｊｉ１炭Ｊｉｌ（試料１～７）
丈？｛堆積し，その上位にはＴｏｙａが堆積する．泥カｌｔ層上１玲（試料５～７）ｌまＴｏｙａと指交堆積する，
１０）貫気別（Ｌｇ．１０）：Ｌｌａ面を構成する河国沙ｉ卿曹直上に，下位より順に，Ｓｒ）ｆａ-３の軽石粒が散在する砂層，泥炭
質粘土丿響（試料Ｉ～４にｓｐｆａ-２Ｊｉｌ炭層（試料５），４）ｆａ-１およびその二次ｊｆｌも積物，Ｓｐｆａ-１の車影ＩＥｉ粒カ僊じる
粘土層Ｊｉｌ炭ｌｉｉ（試料６～１８），Ｅｎ-ａカ難積する．Ｓｐｆａ-２と試料５の謡皿との間には軽微亡ｊ：不整合が見られ，
ｉｌ？ｉｆｌ闇１隙の存在が考えられる．
１１）トマム（は；．１１）：Ｌｌａ面を構成する河国沙喇響直上に，角疎層カ守旨交する２尼炭Ｊｉｌ（試料１～４）垂整合に堆積
する．諦皿下部には１３ｐｆａ-７が挟在ｔ．．２尼炭層上位にはシル｝ヽ の薄層を挟んでＳｐｆａ-Ｉカ嘔喊ｊ４£積する．
１２）日高（は）．１２）：Ｈ３面を構成する河国詞回韮上に，シルト層，泥炭ｆｉｌｉ粘±１冒（試料Ｉ～１０），支２瓶性堆積物
（角陳層と亜円碩振）互層）が下位よりＢＩｒｉに整合に堆積する．その上位を支流性堆積物；６１不整合に覆い，さらに
その上位をＥｎ-ａカ坏整合に覆っている．
１３）上杵臼（ほぅ．１３）：Ｌ２面を構成する河成ｊａ・磯層の上位にミ？圧巻性堆積物を挟んで堆積する泥炭ｆ質砂丿褒ｌ（試料１～
１０）を試料とした．
３-ＩＬ試料の対比と層序
図４に，試料４！ニ段丘面およびテフラ層とび）関係をまとめて示す．また，試料中の木片から得られた１４Ｃ年代値
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も示した．本図を参照して，試料全体の層序を，
新しいものより，上杵臼→１１１気ｙＪＩ卜ｉ夕見上部→
梅の沢→荷負→トマムー汐見中・下部→清水丘
→大富上１琲→Ｐ田｜止部→アブシーや拐｜汗部→大
富下部→二の宮２→日高の順と考えた．ＰＳＩＪ下
部と大富下部の１智序関係は図４からは不明であ
るが，それについては以下のように推定した．
Ｐ９り下販尼訪赳冒はにｉ似也点の高度（海抜約４０
１）と，その付近のＭ１面が示す旧汀線高１隻（海抜
１り６０１）から，最終間氷期の海面カ沙なくとも
２０１１沈上低下した後に形ｌ臭垂鵬まったことは確か
である．一方，大富下部ｉ７ｔ１炭層は最終間氷期直
後に当時の河川の氾濫原で形成されたもので，
その分；市高度（海抜ｉり６０ｍ）とその付近のＭ１面が
示す旧汀線高度（海抜約５０ｍ）とのｉ宛度差や，大
富ズ？く１１１時の河口近くに位置していたことを考慮
すると，本層形ＪｊＳ徘徊こ海面が２０ｍ以上低下してい
たとは考えにくい．したがって，最終間氷期直

Ｌ。ｏｃ．１３１０８７１１３６５４１２９１２
１-９，２２０１１００

Ｌ２ｒｉで７１-Ｔ石而ｉｉ；ＪＥ。-ａ
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１４（：-Ｄａｔｅｓ：ｙｒ，ＢＰｋｊｐｐｅｒｂｅｄトＥｍｉｄｄｔｅｔｘ！ｄＬＪ（）ｗｅｒｔｓｄ

後に大富下ｆｌｌｓ泥炭層が形成され，その後海面が図４試料堆積物と段丘面およびテフラ層との１冒序関係．
２０皿１以上低下してから，Ｓ淮水した海成ｌｉＱ丘ＭＩ面上試料採聊也・撫は図１に示す．

において，Ｐ９Ｉ斤限７１１１爽層が形成され始めたとＦｉｇ．４Ｓｔｒａｔｉｇｒａｐｈｉｃａｌｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｓａｌｏｎｇｔｈｅｓｓｌｐｌｉｎｇ
みなすのが妥当であろう．（蛎ｘ：ｓｉｔｓ，ｔｅｒｒａｃｅｓｕｌヽｆａｃ（３ｓａＪｌｄｍａｒｋｅｒｔｅｐｈｒａｌａｙｅｒｓ．

試料間およｌｌＪ’試料中の時Ｆｌｎ間隙については次ｗｉｔｈｌ４Ｃ-ｄａｔｅｓ．Ｔｈｅｌｏｃａｌｉｔｉｅｓｏｆｔｈｅａｌｌｐｌｉｎｇｓｉｔｅｓ
の よ う に 考 え ら れ る ２ ） ． ａ ｒ ｅ ｓ ｈ （ 珊 ｌ ｉ ｎ Ｆ ｉ ｇ ． １ ．
１，上杵臼～貫気別間では，１４Ｃ年代値とＥｎ-ａの

ｌｉＦド年代から，約８ニＦ年の時間ｔ晋程ズ？｛存在する．
２，貫気別皿試料（５び：）年代は，Ｅｎ-ａの降下年代と試料９層準の１４Ｃ年代値から外捜して，約２，４～２．５万年前と見憤

もられる．これより，Ｓｐｆａ-１下位の試料５との間には約７千年の寒頭卵箆推定される．
３，ｓｐｆａ-１，２の降下年代によると，貫気別の試吋５と４の間にも５～７千年の時皿嘸奪嚢在する．
４，Ｓｐｆａ-２～Ｍｐｆａ-１間の風化火山灰層の層厚か・ら判斯すると，各テフラ層は数千年程度の時顎鵬轟をおいて降下堆

積したものと思われる．したがって，これらのテフラ層を１５１１１む賀気別から汐見中・下部にわたる試料間の１坊稽詞１

隙は，・ｌｉｌ尼炭層の厚さを考慮するとほとんどないものと考えられる．むしろ貫気別・ｚ：）試料１～４と汐見上部間，
汐見上部と梅（！）沢間では，一部で重複するものがあること尤？｛予想される．
５，汐見中・下部とｆｉｌｉ７ｉく丘間では，Ｋ-Ｍ～１１１｝但-２ｂのテフラ層を欠く分，５ニＦ年から１万年近い時四贈轟存在する

弩曇毘ある．
６，清水丘とｒ弼ＩＪ‾ト部間ではＪｇｉ水丘～大富上部間に数千年の時１１１罰１隙があるｊｉ：Ｉ能性がある．しかし，大富上部～

Ｐ９ＩＪ下部間では，テフラ層，特にＴｏｙａとの関係からみて，時稽翻１隙はほとんどないものとみられるｓ≒
７，ＰＳＩ』下部～大富下部間ではＫ-阻）やＡａｆａ-４を欠くことから，数千年から１万年近い時１四諦皿在すると考える．
８，二の宮２と日高については正確な年代資料がない．丿

ｉ蔚狗（７）寒冷期とされる約１４～１５万年前の堆積物であると考えておく．

１８１



４，花粉分析
４-１，分析方法
試料は，露頭の定められた垂Ｕｌｉ断面に沿って，連続した厚さ５ｃｌないし１０ｃａのブロックに分けて採取された．大

富，二の宮１・２，貫気別の試料５力憚さ１０ｃａのブロック，他はすべて厚さ５ｃｍのブロックである．１武料ｌ；１：風乾後
粉砕され，そのうちから分割法により得られた１５ｓｌの試料に１（）％ＫＯＨを加え’７：‘煮沸し，ｊｉｔ試料について７０％ＺｎＣ１，溶
？１１Ｅで鉱物質を分離した上澄みを検鏡した４≒花１１｝・胞子は，明確に低木とみなされる種類を除いた木；；１蝋Ｅ粉（以
下のｊＧ回章艦はこの意味で用いる）鎖孵００箇を越えるまで計数したパ花粉・胞子の百分率｛ま木本花粉の総数を基数
としー！ｒ算出した．図５に，主要ｙ；ｊ：花粉群集と木本花粉の花粉ダイアグラムを示す．花粉ダイアグラムの末尾には，
Ｐ田｜止部や大富上部の一部と重なる二の宮１の分４１１；結果を，参考までに載せてある５’．なおｙｆｌＥ粉分析結果の詳
細は，阪［コ加藤（１９９３）を参照していただきたい．
以下の記述では，花粉種の属名あるいは科名を・学名で記す．また，Ｐｉｌｌｓ（Ｈ）はＨａｐｌｏｘｙｌｏｎ（ゴョウマツ亜属）
でありに本文中ではＩ）ｉｎｕｓ（ＩＩ）をＨａｐｌｏｘｙ１Ｑｎと記す．
４-２，花粉脊分帯の基準
最終氷期最盛期から現在に至る気候型を記録する黒４１１内花粉ダイアグラムと，サハリンの；３Ｊ也点（図１）にお
ける最近２００～２５０年ｆｌ１１の花粉組成（Ｓａｌ（ｉｌｌｕｄｌｌＬ１９８９）に基づき，氷期胞些期気候型（ＧＭ型），準氷期最盛｝祠気候
型（ＧＭ’型），氷期女ｔ候型（Ｇ型），晩氷期気候型邸型），後氷期気候Ｅ型卯型）の１５気候型を設け，花粉帯分
帯の基準とした（表１）．これら５つの気候型ｃ！）概要を以下に述べる．
１）氷期１１１盛期気候型（ＧＭ型）：ｊｌＪｉ；本；花粉丿抱子が木本花粉に比べてＪＥＩＥ｛ｌｔＪに優勢である．針ｊｌ！樹種でｌ朗ａｐｌｏｘｙｌｏｎ
が優勢で，Ｐｉｃｅａの方；がＡｂｉｅｓよりも多い．Ｌａｒｉｘカ｛，Ｈａｐｌｏｘｙｌｏｎのピーク時あるいはそれに近ｌ，４１１ぎ期に産出する．
２｝準氷期最１些｝糎気候型（ＧＭ’型）：草本花；粉胞子が木；本花粉より多い．ＰｉｃｅａｌまＡｂｉｅｓより多く，Ｈａｐｌｏｘｙｌｏｎは針葉
櫛１１１１中で優勢だカ垢Ｍ型ほどではないパ，ａｒｉｘがわずズ？ヽ に産出する．木本花粉中では１３ｅｔｕ幄轟轟勢である．
３）氷期ｊｉｔ候型（Ｇ型）：１１；ｉ；４応７Ｅ粉よりも木本；ＩＥ粉カ侈い．ＡｂｉｅｓよりもＩ）ｋｅａが多い．針葉樹種中でＨａｐｌｏｘｙｌｏｎの占め
る害！｝合はＧＭ’型より低く，わずかなズ？くｉＥ，Ｌａｒｉｘを伴う．木；本ｃ花粉中て’はＢｅｔｕｌａカ｛圧佳鮮Ｊに優勢である．
４：｝晩氷期４轟型（ＬＧ型）：木本花粉が圧イ河内に優勢で，針葉樹種が広葉樹種よりも多い．Ａｂｉｅｓの方力｛Ｐｉｃｅａよりも
多くなる．Ｂｅｔｕｋは優勢であるが，ＧＭ’型ｉ｝Ｇ型ほどではない．温帯林構１瑚ＳｌｉのＱｕｅｒｃｕｓ，ＵＩｌｕｓがわずかに産出す
る．
５）後氷期気候型（ＰＧ型）：木本花粉・＝｜＝昿ｌ瘍樹種が田１１拍に優勢である．広葉樹種て？４ｊ；Ｂｅｔｕｌａに次ぎＱｕｅｒｃｕｓカ侈い．
針葉樹種では，ｒ）ｋｋ１に比べてＡｂｉｅｓが優勢である．
以上の５つの気候型を基準とｌ．．．低木および草本花粉丿包子の分析ｊＭＩ果の検討を加えて，２３の花粉帯をｌｌ剋とし
た（図５）．
４-２ｙｆＩＥ粉帯の諸特徴
本節では，設定した２３の；？じ粉帯について，気候型（ＧＭ型-ヽ ・ＰＧ型）お．１；１び特徴を，古い方から順に記載する．
１）花粉帯にＧ型）：針葉樹種が圧倒的に優勢で，全体としてＡｂｉｅｓカ（Ｉ）ｉｃｅａよりやや優る．Ｂｅｔｕｌａは非常に少なく，
Ｑｕｅｒｃｕｓ，Ｕ１Ⅲｕｓはほとんどない．
２ｙｔｔＥ粉帯２１（：ＰＧ型）：ＡｂｉｅＥ；がＰｉｃｅａに比べ圧倒的に優勢である．Ｑｕｅｒｃｕｓ，Ｕｌｌｕｓはともに産出し，全丿武料中で最も
卯洽が高い．下部でＦａｇｕｓがわずかな・り悟丿砥出する．ｊｌｌｎｕｓカ俳常に多く産出しＪＫ花粉帯；ｉ；？特色づけている．
３）；花粉帯沢Ｇ型）：ＰｉｃｅａがＡｂｉｅｓに比べ優勢，ＨａｐｌｏｘｙｌｏｎとＬａｆヽ ｉｘがわずかなカくら産出する．広葉樹種中では
Ｂｅｔｕｌａが圧倒ｌｔそＪに優勢であるが，Ｑｕｅｒｃｕｓ，Ｕｌｌｕｓも低率゙ Ｃ産出し，Ｆａｇｕｓも散見される．’ｒｓｕｇａが低率なズ？く・ら連続
して産出する．
４）花粉帯４（ＧＭ’型）：草；・↑ｉミ花粉胞子が圧倒ｌｌ勺に優勢，Ｐ沁・ａカ｛Ａｂｉｅｓより優勢，ＨａｐｌｏｘｙｌｏｎとＬａｒｉｘも１：ヒ較的多い，
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１，二の宮１２，二の宮２；トＵ，ｉ？夕７見上部３-Ｍ，汐見中部３-Ｌ汐見下部４-Ｕ，門ｙＪＩ止部４-Ｌ，Ｐ回｜仔部５-Ｕ，大富

上部５-Ｌ，大富下部６，清水丘７，梅の沢８，荷負９，アブシ１０，貫気別１１，トマム１２，日高１３，上杵臼

Ｆｉｇ．５Ｓｙｎｔｈｅｓｉｚ函ｐｏｎｅｎｄｉａｇｒａ！１１．ａ，ｃｏｎｉｆｅｒ；ｂ，ｏｔｈｅｒｔｒｅｅｓ；ｃＪｈｒｕｂ；ｄ，ｈｅｒｂ；ｅ，ｆｅｒｎａｌｌｄｍｏｓｓ．

１，Ｎｉｎｏ・ｎｉｙａ-１；２，Ｎｉｎ（）・ｙａ-２；３-Ｕｊｈｉｏｍｉ（ｕｐｐｅｒ）；３-１１ｊｈｉ（・ｌｉ（ｍｉｄｄｌｅ）；３-１．，Ｓｈｉｏｍｉ（嶺治ｅｒ）；４-Ｕ，Ｍ（ｌｎｔｘ３ｔｓｕ

（ｕｐｒｘ３ｒ・）；４-ＬＭｏｍｂｅｔｓｕ（ｌｏｗｅｒ）；５-Ｕ，０ｔ（・ｌｉ（ｕｐｐｅｒ）；５-Ｌ，（）ｔｏｌｉ（１（ヌ￥ｅｒ）；巳Ｓｈｉｍｉｚｕｏｋａ；７，ｔＪｍｅｎｏｓａｗａ；８，Ｎｉｏｉ；

９，Ａｂｕｓｈｉ；１０，ｈｋｉｂｅｔｓｕ；１１，Ｔｏｎｌａｌｎｕ；応｝ｌｉｄａｋ１１は３，Ｋａｌｉｋｉｎｅｕｓｕ．
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表１黒松内とサハリン竃）；ｆｌＥ粉記録（Ｓｉｋｌｇｕｃｈｉｊ９８９）から選んだ基準花粉帯の平均百分率．
ＴａｂｌｅＩＡｖｅｒａｇｅｐｅｒｃｅｎｔａｇｅｖａｌｕｅｓｏｆｔｈｅｐｏｌｌｅｎｆｌｏｒａｏｆｔｈｅ咄ｌｎｄａｒｄｌｘ）ｎぐ３ｎｉｌｓｓｅｍｂｌａｇｅｚｏｎｅｓ

ｓｅｌｅｃｔｅｄｆｒ（ｘｎｔｈｅｐｏｌｌｅｎｌ・ｅ（尨余ｄｓｏｆＫｔｌｒｃｘｎｌｌｔｓｕｎａｉａＤ（ＩＳ；ａｋｈａｌｉｎ（Ｓ；ａ１１２１ｇｕｃｈｉ，１９８９）．
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１２．３
０．０
１７．９
１７．６
３５．４
０．９
６１．３
２．５

４．２
８．５
１３．６
０．２
６７．８
６．２
０．５
２２．５
６２．０
８４．５
０．２
１４．５
０．９

Ｉ．２
４．２
２３．２
１．３
５０．５
１９．９
０．０
１２．１
２８．８
４０．９
０．０
５７．１
２．１

Ｃｈｍｔｉｃｔｙｉｘ３ 阿 Ｕ； Ｇ 匯； Ｇ （￥

表２日ｉｉ§６地方における悩岨およびｉｌｉｌ炭質堆積物のみかけの平均堆積速度．
Ｔａｂｌｅ２ＭｅＥｌｎｄｅｐ（）ｓ；ｉｔｉｏｎａｌｒａｔｅｓｏｆｔｈｅｐｅａｔａｌｌｄｔｈｅμ３ａｔｙｄｅｉｘ）ｓｉｔｓ

ｉｎｔｈｅＨｉｄａｋａｄｉｓｔｒｉｄ．

地点 ２１ｉ涙質堆積物の上汗限の年代値
（テフラ層及び１４Ｃ年代，ＢＰ）

泥炭質堆積物
の層厚（ｃｍ）

平均堆積速度
（ｃｍ／１００年）

厚さ５ｃｍ当たりの
堆積期間（年）

１ 上：１４Ｊ〔）Ｏ十Ｉ（〕Ｏ（Ｔｋ-９１７）
下：Ｅｎ-ａ（（２．１８，０００）

５２ １．５ ３２７

２

上：Ｕｓ-ｂ（ｌｔ３６３ＡＤ）
下：Ｂ-Ｔｍ（（；ａ．９００）

１５ ２．２ ２３１

上：Ｂ-Ｔｍ（ｃａＪ００）

下：Ｔａ-ｃ（（２．２，６００）

１８ Ｉ．１ ４７２

上：Ｔａ-ｃ（（２．２，６００）

下：Ｋｏ-ｇ（ｃａ．４，８００）

２０ ０．９ ５５０

３ 上：Ｅｎ-ａ（（：ｉｌｊ８，〔〕００）
下：２２Ｊ００十２００Ｇｋ-８８２）

４０ ０．９ ５２８

４

＿Ｌニ：Ｔａ-ｃ（ｃ；１１．２，（５００）‾ｆこ：４，５５０十２７〔）（ニＫＳＵ-１４２６）
３５ １．８ ２７９

＿Ｌこ：４ｊ５０十Ｓ２７０（ＫＳＵ-
‾Ｆご：８Ｊ８０十１３９０（ＫＳＵ-

４２６）
４２５）

３５ ０．９ ５４７

上：８，３１３〔）十３Ｓ３０（ＫＳＵ-１４２５）
下：１１，’７〔）Ｏ十２Ｅ５０（Ｎ-４９４０）

６０ １．８ で匹

全体の平均 １．４ ４０１

Ｉ，２：加藤未で２法資料 ３：本研究Ｌｏｃ．１０４：秒絣・五十嵐（１９９０）の図８より読み取ったもの
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ｊ草ｉ本花粉は多様で，高山性のＰｌｅｕｒｏｐｔｅｌヽｏＩＷｕｍが出現する．しかしながら，温帯林の低木のＰａｃ敏Ｅｓａｎｄｒａが出現し，

温帯林要：１１靴７）Ｑｕｅｒｃｕｓ，Ｕｌｌｕｓ，Ｆａｇｕｓもわずかながら散見される．
５）花粉帯１５（Ｇ型）：！；ｉ；；４哺Ｅ粉胞子が圧佳蜘に優勢で，特にシ；ダ植物のＰｏｌｙｐｏｄｉａｃ奮轟皿優勢である．Ａｂｉｅｓより
Ｉ）ｉｃｅａがわずかに多く，１１ｒｌｒ）１ｏｘｙｌ（几Ｌａｒｉｘ４１）花粉帯４より少ないが産出する．針葉樹種が２ヌ或少し，広葉樹種の

Ｂｅｔｕｌａ，ｊｌｌｎｕｓが増大する．Ｑｕｅｒｃｕｓ，Ｕｌｍｕｓも散見される．

（５）；花粉帯（５（艮型）：木：本花粉中で広ｌｉｌ梱種がＪＥ強張に優勢で，特４；こＡｌｎｕｓが圧佳拍に優勢である．Ｑｕｅｒｃｕｓ，
ＵＩ皿Ｊｓはわずかに散見される程度で，Ｆ’ａｇｕｓはない．針葉樹種のＡｂｉｅｓ，Ｉ）ｉ（；ｅａ，Ｈａｐｌｏｘｙ拓１１は激減Ｊｊｌｒｉｘはわずか

に散見されるにすぎない．
７）花粉帯７（ＬＧ型）：ＡｂｉｅｓがＰｉｃｅａより優勢，Ｈａｐｌｏｘｙｌｏｎは産出するズ１１，Ｌａｒｉｘはない．Ｕｌｍｕｓ，Ｉｒａｇｕｓがわずかに

産出する．低木のＰａｃｈｙｓａｎｄｒａカく全試料中最高の６．６５１ｔ；ｌこ連する．
１３：）花粉帯８（Ｇ型）：Ｐｉｃｅａ；りくＡｂｉｅｓよりやや多い．Ｈａｐｌｏｘｙｌｏｎは産出するズ？ｉｌ．ａｒｉｘはない．Ｔｓｕｇａ力くわずかながら連

続して産出する．広葉樹種ではＡｌｎｕｓ詞ｉ憂勢であり，Ｐａｃｌｌ冷１ｎｄ蓉鰯雄統して産出する．草本花粉では，Ｄｉｐｈｙ-
１１ｅｉａカ｛最大４．２％産出する．

！｝）花粉帯９（Ｇ型）：Ａｂｉｅｓに比べＰｉｃｅａが優勢，Ｈａｐｌｏｘｙｌ（１１を伴う．Ｌａｒｉｘは１試料のみ産出する．’Ｉ？ｓｕｇａカくわずか

なが・Ｅ，連続して出現する．広肩肘封種７？にｊ；Ｂｅｔｕｌａカ｛圧倒狗に優勢で，Ｑｕｅｒｃｕｓ，Ｕｌｍｕｓはわずかに散見されるにすぎ
ない．
１（））花粉帯１（）（Ｇ型）：ｊｘｂｉｅｓに比べＰｉｃｅａカ涯佃的に優勢，Ｈａｐｌｏｘｙｌｏｎと１７ｓｕｇＭま連続して産出するが，Ｌａｒｉｘはわず

かに散見される程度である．広葉樹種で４；ｔＢｅｔｕｌａが優勢で，ＱｕｅｒｃｕｓとＩＪｌｌｎｕｓがわずかな尤，ｉｉら散見される．
１１）花粉帯１１（ＬＧ型）：木；２ｔ蝋Ｅ粉が優勢で，ＰｉｃｅａよりもＡｂｉｅｓが優勢である．わずかながらＨａｐｌｏｘｙｌｏｎとＴｓｕｇａを伴

い，Ｌａｒｉｘは散見される程度である．

１１１）花粉帯認（Ｇ型）：Ｐｉｃｅａズ？Ｍｂｉｅｓに比べ圧倒的に優勢，Ｈａｐｌｏｘｙｌｏｎ，’１７ｓｕｇ飢ま連続して産出するが，Ｌａｒｉｘはわず

かに散見されるにすぎない．広葉樹種は劣勢で，温帯林？麦素ではＱｕｅｒｃｕＥ；；が散見される程度である．
１３）花粉帯１３（ＧＭ型）：ｊｌ；１；ｚｔ端Ｅ粉・胞子が圧倒的に優勢．Ｉ）ｉｃｅａｌまＡｂｉｅｓに比べ圧倒的に優勢で，Ｈａｐｌｏｘｙｌｏｎ，’Ｉ？ｓｕｇａ，
Ｌａｒｉｘはいずれも増大する．広原９姫重は：劣勢で，Ｑｕｅｒｃｕｓ，ｔＪＩｌｕｓが上位のａ式料中に散見される程度である．花粉帯

４と同様に草本花粉は多様で，臨１；（，ｍｉｓ姐，＆ｌｎｇｕｉｓｏｒｂａ，Ｇｒａｌｉｎｅａｅが優勢である．下位悶をｉ；料にはＤｉｐｈｙｌｌｅｉａと
Ｐａｃｈｙ・３ａｄｒａカ｛，また１試料にのみＧｅｒａｎｉｕｌｌが産出する．

１４｝花粉帯１４（ＧＭ型）：草木；ｆＥ粉胞子が圧作的に優勢で，大半カ心１，１１ａｇｎｕｍである．低木のＥｒｉｃａｃｅａｅの卓越が目立
つ．ＡｂｉｅｓはわずかでＰｉｃｅａが圧佳的１こ優勢，Ｈａｐｌｏｘｙｌｏｎ，Ｔｓｕｇａ，Ｌａｒｉｘを伴う．広葉１責Ｉ種４；１：劣勢だがＡ１・ｓカ侈く，

ＱｕｅｒｃｕｓやＵｌｍｕｓも散見され，２試料でＩｒａｇｕｓが産出するＪＩ哺１は気候型（７）基準とは合わないが，サハリンのオハの

特徴（表１）に極めて良く似ていることから，氷期最盛期気候型とみなした．
１５）花粉帯１５（ＧＭ型）：花粉帯１４と類似するが，Ａｂｉｅｓカ俑失する一方で，Ｈａμｏｘｙｌｏｎ，Ｌａｒｉｘカ僊しく増大し，
’ｒｓｕｇａを伴わない点で異なる．また，Ｓｅｌａｇｉｎｅｌｌａが全試料中で最大となる．

１６）花粉帯Ｉ（３（Ｇ型）：ＡｂｉｅｓよりＰｉｃｅａカく田ｌ狛勺に優勢である．Ｈａｌ）１（）ｘｙｌｏｎ，Ｌａｒｉ耽ＬＬニ方へ急減する．

１７）花粉帯１７（Ｌ£型）：ＡｂｉｅＥ；がＰｉｃｅａよりはるかに優勢である．Ｈａｌ）１ｏｘｙｌｏｎ，Ｔｓｕｇａはわずかに産出するカくＬ，ａｒｉｘは見

られない．広葉樹種ではＡｌｎｕｓが圧佳拓に優勢で，Ｑｕｅｒｃｕｓ，ＩＪｌｍｕｓ，Ｆａｇｌ屈ま産出しない．最上部１試料の草本花
粉中にＩ）珀ｕｒｏｐｔｅｒｏｐｙｒｕｍが産出する．
１８）花粉帯１８（Ｇ型）：右Ｅ粉・胞子び）組成カ濠しく変動すミ）花粉帯であるＪ４に本花粉では針葉樹種が優勢であるが，

ところどころに広菜；樹種ズバ優勢な層準がある．概して，Ｐｋｅａの方がＡｂｉｅｓより優勢であるが，Ａｂｉｅｓがやや多くな
る層準も存在する．Ｈａｐｌｏｘｙｌｏｎはほとんどの層準で，’Ｉ｀ｓｔｌｇａは下位のほとんどの層準で，それぞれ産出するが，
Ｌｊａｒｉｘはわずカヽに１汝見される程度である．１左葉樹種ではＡｌｎｕｓカ侈く，Ｑｕｅｒｃｕｓ，Ｕｌｍｕｓ，Ｆａｇｕｓはごくわずかな数が
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数層準に見られるのみである．草本・低；・に花粉では，Ｉ）ｌａｊｒｏｐｔｅｒ（）ｌｌｒｕｌ，【】如１１ｙｌｌｅｉａ，Ｐａｃｈ沁ａｌ・ｄｒａ，Ｄａｐｈｎｅが産
出し，これまで見られなかったＰｏｌｅｍｏｎｉｕｍが下ｆｌｌｌの数層準で出現する．
１９：）花粉帯１９（Ｇ型）：草本・低フＫ花粉，胞子が優勢で，ＡｂｉｅｓよりもＩ）ｋｅａが圧倒的に優勢である．Ｈａｐｌｏｘｙｌｏｎ，
’ｒｓｕｇａ，Ｌ，ａｒｉｘはいずれもわずかながらほ１１１漣統して産出する．

２０）花粉帯２０（ＧＭ’型）：草本花粉，胞子ズ？１花粉帯１９より優勢になる．針葉樹種は劣勢だが，ＡｂｉｅｓよりもＩ）ｋｅａカ侈
い．広葉樹種は１３ｅｔｕｌａＪｌｎｕｓが優勢で，Ｂ盛三謐の方が多い．全層準でＳｅ１４１ｎｅｌｌａが産出する．
２１）花粉帯２１１（Ｇ型）：試料７～９を除き， る．Ａｂｉｅｓに比べＰｉｃｅａが圧佳拍に優勢で，
Ｈａｐｋ）ｘｙｌｏｎも多く，Ｔｓｕｇａ，Ｌａｒｉｘを伴う．温帯林要素では，Ｑｕｅｒ・ｃｕｓが１層準にのみ，ごくわずかに産出する．低

浮濃粉のＤａｐｈｎｅが散見される，
２２）花粉帯２２（ＧＭ型）：大局的には：，草本・低木花粉，胞子が優勢．Ａｂｉｅｓはわずかで，Ｉ）ｉ（）ｅａ，Ｈａｐｌｏｘｙｌｏｎ，Ｌａｒｉｘ

が優勢である．’ｒｓｕｇａもわずかな；４μら出現する．温帯林要素の（細ｒｃｕｓ，Ｕｌｌｕｓもわずかに散見され，Ｑｕｅｒｃｕｓは最
上郎’Ｃ若干多くなる．Ｆａｇｕｓは見られない．１４）ｈｎｅは全試料中に本丁帯で最も多産する．

Ｓ！１３）花粉帯１２；３（ＰＧ型）：針葉樹種はほとんどなく，広葉樹種でｌまＡｌｎｕｓがＨＥ倒妁に優勢で，Ｑｕｅｒｃｕｓがこれに次く≒
Ｕｌｍｕｓは１試料中にのみ産出するが，１７ａｇｕｓは見られない．

５，考察
５-Ｉ，古気候ダイアグラム
試料採取丿也域周辺のいくっかの地点において，１４Ｃ年代値が得られたり年代既知のテフラ層を挟む泥炭ないし
泥狭質粘土，シルト層の平均堆積速度を求めると，０．９～２．２ｃｌ１／１００年となる（表２）．これより，本研究で花粉
分析に用いた厚さ５ｃｍの試料の堆積に要しｙｌニＩＩ寺ｌｌＵは，２３０～５５０年，！ニ別訴される．したがって，厚さ５ｃｍの分析試料
ｃ！）示す期間を，花粉帯Ｉ～１２とＳｐｆａ-２以上の試料では約５００年，Ｓｐｆａ-２以下の残りの試料では約２５０年と仮定し，
４１花粉帯の期間を算出した．表２より，試料全体の平均堆積速度として１．４ｃａｔ／１００年，試料５ｃｍ当たりの堆積に要
した平均時間を約４００年として表すこともできるが，圧ｉ１１１や分解の程度などを考慮して，このように仮定した．次
に，降下年代が推定されているテフラ層の年代を，Ｅｎ-，１：１８ｋａＢＰ，Ｓｐｆａ±３２ｋａＢＰ，１３ｒ）ｊ？ａ-２：４０ｋａＢＰ，Ａｓｏ一・１：７０ｋａＢ
Ｐ，Ｔｏｙ１１：１）５ｋａＢＰとした．さらに，最終間氷期に形成されたＭＩ面の離水期を約１２（）ｋＥＩＢＰと仮定した．以上３つの仮定
と，試料の層序の検討により得られｙニ試料間や試料中の堆積時「召詞程を２Ｊｎ味して，最終間氷期直前の氷期末から
後氷期初頭に至るまでの古気候ダイアグラムを作成した（図６）．
５-２，古気候ダイアグラムとｉＳ；ｉｌ？ｊ４底からの古気候記録との比較
ｉ５ｉ胸底コアの基準化された酸素同位体ｌ；ヒ曲ｉ廠（Ｍａｒｔｉｎｓｏｎｅｔａ１．，１９８７）を，古気候ダイアグラムと併記した
（図６）．濤１海底コアの酸素同位体比の消長は，大部分が氷河量，一ｆｌｌｓが海水温の変化によって決まる．氷河量
の消長は主として気温と降水量によって規定されるカち大局的４こは気温によって支配されると見て良い．したが
って，酸素同位体比曲線は？Ｓ？ミ海底から得られた古気候記録とみなされるパ本節では，この？Ｓ１１？毎底からの古気候記
録とＪＩ登上からの古気ｆ殴記録（図６の古気候ダイアグラム）を１土較しつつ議論を進める．
大局的には，両ｌｌ己録は良く一致しているといえる．酸１素同位体比曲線のステージ５ｅのピークと花粉帯２との間
に約５ニＦ年，ステージ４とｊ醐２ｙ帯１３，１４との間に約１万年（７）ずれがあるが，テフラ層の降下年代・や）試料のｔ時間司
隙の推定の不確定度を考慮すると，これらは誤差範囲にあるものと考えられる．
酸素同位体比曲線では，ステージ回敲寒冷で，ステージ４がこれに次ぐ．ステージ２と４に比定される花粉

帯２２と花粉帯１３～１５では，前者でＨａｐｌｏｘｙｌｏｎとＬａｒｉｘカ｛卓越する点゙ ！？花粉１１１成上大きな差異があるが，寒ｉ‘４§度の優
劣は付けがたい．ステージ２や４に比べてサブステージ５ｂと５ｄは，それほど厳し．，い寒冷期ではなかったという
酸素同位体比曲線ＺＩ｛示唆する古気候は，古気候ダイアグラムにも表されている．しかし，サブステージ５ｄに比定
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されｉ，時代には，古気候ダイアグラムにおいて試料の欠落ズ？｛予想されるバ；ａｋａｇｕｃｈｉａｌｄＯｋ！．１１ｎｕｒ貳１９８６｝によれば，
Ｔｏｙａ下位のｌ（｛ｂ降下期ｆｇ£前にかなりの寒冷期垂存在した可１彪性があることから，サブシテージ５ｄの寒冷化につい
ては，Ｋ-Ｈｂと・乙：）関係において，今後さら１こ検討する必要があろう．
茜隻素同位体比曲線では，ステージ５の中でサブステージ５ｅが最も温暖で，サブステージ５ｃ，５ａでｌｊ；寒冷化カ｛

進んでいると読み取れるが，５ｃと５ａの差はほとんどない．古気候ダイアグラムでは，サブステージ５，１に比定さ
れる花粉帯１１が晩氷期気候型であり，５ｃおよび５ｅに比定されミ，花粉帯６と２が後氷期気候型で，大局的ｆ頃向は
酸素同位体ｔヒ曲線のものと一致している．しかし，花粉帯６において温帯林要素が欠如していることは，花粉帯
６の試料採取地ズ？価ｎｕｓ林内に位置していたという局地的条件による可能性が大きい．したがって，両花粉帯の気
ｆ！免（７）差はそれほど大きいとは思われず，日高ではサブステージ５ｅと５ｃとの気候の差よりも，サブステージ５ｃと
５ａのそれの差の方が大きかったと推定される．
ステージ３は，酸素同位体比曲線によると，小振幅・小波長の気ｆ契変動の時代であったと推測される．ステー
ジ３に対比される；花粉帯１６～２１はまさにこの特徴を持ち，とりわけ；ｔｔＥ粉１１１１８にはそれが良く表れている．古気候
ダイアグラムからは，ステージ２に比定される花）１９帯２２に向か！，・てｒ寒冷ｆヒカ｛進む中で，数百年～千年程度の気候
変動が繰り返して生じたものと考えられる．このような時間オーダーの気ｆ奘変動は丿！免氷期に見られる気ｆｇｌ変動
と類似するものであり，最終氷期極相期の気候システムヘの移行期における現象としてとらえることができよう．
この意味で丿免氷期の気候変動に加えてステージ３における気候変動を検討することは，地球規模での気候シス
テムの変化を解明する上で重要な意義を持つと思われる．

６，終わりに
本研究では，地点・年代の異なる堆積物から得られた花粉分４斤結果を，主としてテフラ層を鍵層として用いた

堆積物の総合層序に従って編年しＪＩ§１終間）Ｆ；期以降の古気候の復原；を叙みた．その結果，復原された古気候は，
１５旨毎底コアの酸素同位体比曲線の示唆する古気候とかなり良くー一一一致することが明らかになった．
今後は，今回得られなかったＩＩ？ｆイｔｊｉ，とりわけ酸素同位体比ステージの５ｄと４に相当する層準，テフラ層との

関係では１（-Ｈｂ前後の層準とＡｓｏ-４～Ｍｐｆａ-２ｂ間の層準の堆積物の分析を進め，さらに明瞭な古気候像を復原する必
要があろう．これにより，最近問題とされているＡａ）-４の層位についても，新１．１，噴料カ１是示できるものと考える．
また，ステージ３に相当する層準については，テフラ層の降下年代が未確定なため，年代精度は良くない．この
層準に相当するテフラ層４；ニはＳｐｆａ-１～Ｍｐｆａ-２１）参予想される．これらのテフラ層には，地形発達史や古環境の復原
（氷河，周氷河地形の編年も含め）にとり重要なものが多い．しかもＩＥ罪６地方周辺には，これらのテフラ層の降
下年代の決定に有効な植物遺体（テフラ屠との層位関係力呵月かな木片やｔ！Ｉ毅林など）カ侈く，それらにはタンデ
トロし／加速器による１４Ｃ年イ慧ｌ］定；り哨効であると思われる．したがって，今後はこれらの１１１１；料の１４Ｃ年イｌｊ則定を
進め，Ｓｐｆａ-１～Ｋ-Ｍのテフラ層の降下年代を精度良く決定してい奪回三浪あろう．その結果は，日本の第１■紀研究
にとり重要亡ｊ：資料となるだけでなく，？１９鴎底コアや氷床コアの編年に対しても重惣鴉示唆を与えるものと思われ
る．
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註
１）テプ警琳）～⑤については，今後クッタラ火山周辺のテフラとの対比を進めていマ三要がある．火山ガラスの
イｔｓ学組成からは，テフミ？１習②はクッタラ火山起源の可能性カ嗚い．またテフラ層①，④，⑤はほぼ共通の特徴
を持ちクッタラや支笏火山以外の同一火ｔ＿Ｌ起源であるかもしれない．

２）汐見中・下１斎旨目蔭下の古首巻料については，テフラ層の降下年代の推定幅からみて，時四賤の見積もり
はあまりｊ鮒抹のあるものではない．ここでは試料の重複がほとんどないことを示す程度である．

３）特にアブシの下位の試料と門別斤部の上位（ｚ）試料とは重複する可ｆｌ團Ｅが大きいと思われる．
４）７Ｅ粉種の同定は阪口豊教授による．
５）二の宮１のｉ拭料は，ｌｌ式料１がＰ９Ｉ止ｆ玲試料１３に，試料２が大富上部試料１１５１こ偏屈毒邨≧‰料１６に，それぞれ
対比される．
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